上牧町の改革と市制の実現をめざして　　　　　　　第１７号　１９９９年９月
堀　内　英　樹
を支持する会
特 集 介 護 保 険

☆要介護認定の申請受付が、１０月から始まります

◆介護保険
によるサービスを利用するためには、要介護認定を受けなけ

ればなりません。申請受付の窓口は、上牧町役場生き活き対策課です。

　　上牧町役場・生き活き対策課：電話 ７６−１００１（代表）

◆申請は、本人や家族のほか、介護施設などにも頼めます。いまの措置

制度でホームヘルパー、訪問看護、デーサービスなどの在宅サービス

を受けている方や希望する方は、まず申請することです。

☆地区説明会が行われ、あふれる会場もありました

◆７月５日から８月２７日まで、町内１７会場で生き活き対策課による

地区説明会が行われました。参加者が６７５人（うち男２２３人、

女４５２人）と、介護保険に対する住民の関心の高さが伺えました。

皆さんの生の声をお聞きしたく、全会場で傍聴させて頂きました。

◆説明会は、パンフレットとビデオを使い、延べ２９時間にわたって

行われました。質疑応答は、項目にして１３８件、延べ３２８件に

上りました。テーマ別では在宅介護サービス、保険料、要介護認定に

関心が集まり、制度そのもの仕組みや施設介護、利用者の権利擁護

など介護保険の全般にわたりました。（※質疑項目の一覧資料あり）

◆各会場では、女性と高齢者の参加者が目に付きました。男性１に対し

女性２の割合であり、在宅介護の担い手の８割が女性であることを

反映した結果でした。男性も他人事ではないと思いますが⋯

☆ヘルパーなど介護報酬の仮単価が発表されました

◆厚生省は８月２３日、サービス事業者などに支払う介護報酬の仮単価

を発表しました。在宅介護をさらに重視する方針を打ち出しました。
◆ヘルパー報酬を高めに設定し、在宅の上限額を引き上げました。この

結果、民間事業者の参入が促される反面、保険料を引き上げる要素に

もなりかねません。上牧町のこれからの取り組みに目が離せません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議員　 eq \o\ad(堀内英樹,　　　　　　)
　　呼びかけ：９月議会が開会、傍聴に来てください！（４面）

　介 護 保 険 あれこれ
制度のスタートまで半年余りとなりました。ここへ来てさすがに“先送り論”

は影をひそめました。その一方では政局がらみで、保険料半額の国費補助（自民

党）、保険から税法式への転換（自由党）、施設の公費負担（公明党）、低所得者の

負担軽減（民主党）、保険料の徴収延期（共産党）などの主張がなされています。

この時期になってこうした動きに終始するようでは、末端の市町村がまごつく

ばかりです。国の政治は政党の利益本位で、余りにも無責任に過ぎませんか。

また、マスコミも誤った伝え方をしている事例も見受けられます。町の地区説明

会でも十分解明されていないこともあります。私見を含めていくつかの問題点を

整理し、皆さんとともに考えたいと思います。

⑴市町村の負担が増加し、財政が悪くなるのではないか

・介護保険は、むしろ市町村の負担割合を軽減する仕組みになっています。

市町村の介護費用負担は、今まで在宅と施設をならしておよそ６分の１と

されてきましたが、介護保険では８分の１となります。

・言い換えれば、介護保険に積極的に取り組むことによって、介護に使える

　予算をより多く確保できる制度なのです。活用しない手はありません。

・上牧町はこの際、公金の使い方を根本から見直し、“福祉自治体”への転換を

　図ることが多くの住民の願いです。
⑵「保険あってサービスなし」になるのではないか

　・いまのサービスでは追いつかないので、あえて介護保険を導入したのです。

　これまでの介護は、市町村が予算の範囲内でサービスを施してきました。

・介護保険は、介護を必要とする高齢者にまんべんなくサービスを提供します。

・在宅を重視して介護報酬が高めに設定されたのは、民間事業者にも開放して、

　介護サービスの供給を倍増させ、その質も高めようというものです。

・上牧町がどれだけサービス事業者を確保するのか、腕のみせどころです。

⑶介護保険でサービス水準が下がるのではないか

・介護保険の給付水準は、事業規模でこれまでの２倍以上となっています。

・平成12年度の１人あたりの介護費用は、167.5万円(年額・厚生省概算)と

推計されています。在宅と施設を含めてであり、水準はむしろ上がります。

・介護報酬の仮単価が出されたことで、上牧町でのサービス水準や事業規模、

保険料などの算定ができる条件が整いました。

・町の事業計画策定委員会は早急に作業を進め、上牧町の介護サービス水準と

　保険料などを具体的に住民に示して欲しいものです。
⑷要介護認定は、はたして公平におこなわれるのか

・要介護認定は、客観的なモノサシによって、どの程度の介護が必要かを判定

する大切な手続きです。初めての試みであり、さらに改良は避けられません。

・認定の基準は、どれだけ介護に手間がかかるかによって判断されます。状態

　が悪いからといって、要介護度が高くなるとは限らないのです。

・要介護認定だけは広域７町の共同事務として行われます。それだけに上牧町

　としての住民からの相談や不服などへの十分な対応が欠かせません。

⑸第１号被保険者（65歳以上）の保険料は、どうなるのか

・保険料（65歳以上）は、要介護高齢者数と介護サービスの単価で決まります。

・保険料の高低だけでなく、介護サービスとの関連で判断することが大切です。

・上牧町の要介護者数は355人と説明されています。果たしてこの見込みで

漏れ落ちはないのか、自立対象者を含めしっかりと把握して欲しいものです。

・介護報酬の仮単価が高めに設定され、“上乗せ”や“横だし”が難しくなりま

　した。さらにサービスを拡充するための一般施策は、どうするのでしょうか。

・上牧町は、保険料の試算を早急に発表し、策定委員会の公開や公聴会開催

　など住民の意見を反映させる手立てを、今からでも取って貰いたいものです。

⑹利用料が払えない高齢者は、サービスを利用できないのか

・介護サービスを受けるには１割の自己負担が必要です。利用料が払えない

高齢者のために制度が設けられています。

・低所得者のために高額介護サービス費制度があり、在宅で老齢福祉年金受給

者は月額15,000円、住民税非課税者は25,000円までの負担です。このほか

介護扶助制度が設けられています。

　・これらの制度も決して十分だとは言えません。上牧町独自の条例を定めて

　　減免することは可能です。もちろん所得の正確な把握が前提となります。

⑺高齢者福祉は、介護保険だけでこと足りるのか

・高齢者のなかで介護や支援を必要とする方はおよそ２割、それに近い方が

　１割とされます。あとの７割の方は比較的健康な生活が可能といわれます。

・介護保険とは別に、健康を維持し、寝たきりにさせない取り組みがとても

　大切です。総合保健福祉センターも来年秋に完成します。

・上牧町は、いまだ手つかずの「老人保健福祉計画」の見直し作業を介護保険

　事業計画とともに進めて欲しいものです。

・今年度中に予定されている条例制定にあたっては、単なる「介護保険制度

条例」にとどまらず、総合的な「高齢者福祉条例」が望まれます。

・サービスを受ける住民の権利保障、高齢者の自立支援、運営への住民参加、

　情報公開、苦情処理や利用者の保護などを条例に盛り込むよう提案します。

　　呼びかけ：安心できる「介護保険」に、みんなで作りあげよう！

９月議会が始まりました

☆会議日程が決定、傍聴に来てください！

・議会の会議は、公開されています。（ただし、秘密会は例外です。）

	　日．時
	　　会　　議

	　９．１０
	　本会議

	１０． 〃　
	　産業建設委員会

	１３． 〃
	　総務委員会

	１４． 〃
	　文教厚生委員会

	１６． 〃
	　決算特別委員会

	１７． 〃
	　　　〃

	２０． 〃
	　　　〃

	２１． 〃
	　一般質問　

	２２． 〃
	　　　〃

	２２．１３
	　本会議


・本会議と一般質問は議場で、各委員会は、

　委員会室で行われます。

・議場へは町役場ロビーに向かって左奥の

階段を、委員会室へは中央階段をそれ

ぞれ３階まで上がります。

　階段の利用ができない方は、事前に

　議会事務局（電話  eq \o\ad(76-1001,　　　　　　)代）

　までお申し出ください。

・傍聴するには、入口で氏名・住所を書く

ことで、どなたでも可能です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

☆介護保険など、一般質問を行います
 eq \o\ad(堀内英樹の,　　　　　　)一般質問は、９月21日（火）午前10時から１時間の予定です。

主な質問事項は、つぎの通りです。皆さんのご意見をお寄せください。

⑴介護保険制度発足への取り組みについて
①介護給付を必要とする高齢者数、②介護保険の事業規模、③65歳以上の

保険料、④要介護認定の申請手続き、⑤情報提供や苦情処理、⑥町条例制定

の基本方針など。

⑵少子化対策臨時特例交付金の実施と幼児教育の取り組みについて
①少子化対策臨時特例交付金の実施方針、②町立幼稚園と保育所の現状、

③幼稚園の３歳児保育の取り組みと分園計画など。

⑶地方分権一括法施行に伴う条例改正など町の取り組みについて
　①上牧町の条例や規則との関連、②条例や規則の改正、③今後の日程など。

	　 介護保険は、いよいよ実施段階になりました

　　※地区説明会での質疑項目の一覧資料をまとめました。

　　　ご希望の方には差し上げます。お知らせください。

　    電　　話      eq \o\ad(32-0022,　　　　　)
　　  ファックス     eq \o\ad(33-2258,　　　　　)　　　議会議員　堀　内　英　樹
　　  電子メール     eq \o\ad(horiuti@lint.ne.jp,　　　　　　　　　　)　  上牧町桜ヶ丘１-18-１


　おことわり：古紙１００％の再生紙を使っております。少し読みづらいですが、ご理解ください。
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